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施業計画支援ツール「I-Forest」
の開発

▍技術のポイント
森林資源情報を含めた各種地理空間情報を活用し、地域の
森林の現況を見渡した上で、注目する人工林の主伐収入と
再造林コストの試算、将来の収穫予想を対話的に行い、低コ
スト・省力的な施業プランの検討を支援するツール「I-
Forest.FV」を開発しました。本ツールは、無料で利用でき
るGISソフトウェア「QGIS」の機能を拡張するプラグインと
して動作します。

▍連携・橋渡しの方向
航空レーザー計測データを基に県等が整備した森林資源情
報の活用を考えている県、市町村等の自治体、林業事業体、
企業等の方向けに、利用可能なデータに応じてカスタマイズ
した本ツールの試用版を提供することができます。

▍詳細情報
・ツールの概要：https://www.ffpri.affrc.go.jp/labs/GGSILV/I-Forest.FV.html

・ユーザー意見をフィードバックした改良を進めており、右図はR6年10月時点の最

新版となります。

▍担当者
植物生態研究領域 ・ 重永英年

図1 QGIS上で指定した区画の３Ｄ地形や森林情報が表示された

様子（上）と再造林コストを試算するダイアログ（下）
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